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　経済のサービス化が加速している。従来型の製造業にとってもビジネス
モデルの変革が迫られる事態となっている。2004年12月にアメリカ競争
力評議会がブッシュ政権に提出した報告書イノベート・アメリカ，通称パ
ルミサーノ・レポートでは，その問題の解決のために分野融合によるサー
ビスサイエンス創出の必要性が提唱された。同年，Vargoらによってサー
ビスドミナントロジックが提言され，サービスを産業の枠を超え「顧客と
提供者による価値共創」と定義した。これらの活動は，現在世界の研究者・
企業人を巻き込み，サービスイノベーションを支える知識基盤の構築と人
財の育成をめざし進められている。社会イノベーション事業のミッション
は，新しいサービスシステムを創造し事業化していく事，すなわちサービ
スイノベーションであろう。これまで製造業においてイノベーションの原
動力であった研究開発が，サービスイノベーションに対しても貢献するこ
とが期待されている。以下では，サービスシステムの創造，事業化，そし
てサービスイノベーションを持続的に生みだすためのポイントを示す。
　一つ目は，サービスシステムを創造するためのポイントとして，リフレー
ミング（Richard Normann, Reframing Business, 2008）を取り上げる。新し
いサービスシステムを創造するためには，リフレーミング，枠を外して考
える事が必須である。ブライアン・アーサー（Th e Nature of Technology, 

2011）によるとテクノロジーとは，目的を達成するシステムであり，組織・
行動・論理に基づく非物質的なものを含む。ピーター・ティール（Zero to 

One, 2014）は，「ものごとへの新しい取り組み方，より良い手法はすべてテ
クノロジーだ。」と。技術をサービスシステムのデザイン手法や組織・価格
戦略と広く捉えることによって研究開発の対象が広がる。
　次に，新しいサービスシステムの事業化について考える。そのためには，
時には組織内外のリ・デザインやミッションの見直しも必要となる場合が
ある。単に新しいサービスシステムを考案するだけではなく，それを提供
するための組織作りにいかに柔軟に取り組めるかが問われている。
　最後に，サービスイノベーションを持続的に創造するためには，セレン
ディピティをいかにマネジメントするが である。価値伝搬のメカニズム
として注目されている弱い連結を促進する事によって，多様な組織を結び
つけ，知の探索効果が向上する可能性がある。地球規模の課題に取り組む
グローバル企業において，真に求められる製品やサービスを創造するため
に，オープンイノベーション，多様なステークホルダーを取り込む価値共
創の場が必要であろう。
　社会全体のシステム化をめざす地球規模のグローバルビジネスにおいて
も，基本は人間中心，人と人との結びつきが原点。研究開発を始めビジネ
ス関係者が，多様な人々と出会い，今までの枠を超えて未来を創造し，社
会イノベーションをドライブしていくことが求められている。
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